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ボ
ヤ
キ
ス
ト

と
言
え
ば
楽
天

の
野
村
名
誉
監

督
が
有
名
だ

が
、
４
人
に
１
人
の
あ
り
ふ

れ
た
キ
ャ
ラ
と
も
言
え
る
。

　

歯
科
医
も
暇
だ
と
ぼ
や

き
、
忙
し
い
と
ぼ
や
く
の
も

い
る
。
同
じ
年
格
好
の
開
業

医
が
抱
え
て
い
る
借
金
と
ほ

ぼ
同
額
の
退
職
金
を
手
に

「
明
日
か
ら
失
業
者
や
」と
ぼ

や
く
大
学
教
授
も
い
た
。

　

多
額
の
相
続
税
を
取
ら
れ

た
と
ぼ
や
く
人
に
は
鼻
白
む

思
い
が
す
る
。
相
続
税
を
払

わ
ん
な
ら
ん
程
に
金
を
残
し

て
死
ぬ
親
な
ん
か
２
万
人
に

１
人
だ
か
ら
宝
く
じ
に
当
た

る
程
の
幸
運
者
な
の
だ
。

　

他
人
を
羨
ま
し
が
る
の
は

理
性
で
押
さ
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
卑
し
い
悪
性
格
だ
が
、

情
報
氾
濫
の
時
代
に
他
人
の

花
が
赤
く
見
え
て
が
ち
だ
。

　

時
代
劇
を
観
て
い
る
と
殿

様
や
王
様
の
一
族
は
権
力
を

争
っ
て
身
内
で
殺
し
あ
い
を

す
る
。
平
和
な
時
代
に
家
族

が
仲
の
い
い
庶
民
は
幸
せ
で

あ
る
。

　

低
医
療
費
の
も
と
で
の
歯

科
医
も
苦
闘
し
て
い
る
が
、

医
療
費
ど
こ
ろ
か
喰
う
に
困

る
格
差
社
会
の
底
辺
の
人
々

へ
の
同
情
心
は
為
政
者
で
も

成
功
者
で
な
く
と
も
失
い
た

く
は
な
い
。

　

大
方
の
予
想
に
反
し
て
、

６
月
第
１
週
に
は
あ
わ
た
だ

し
く
鳩
山
首
相
の
辞
任
、
菅

政
権
の
誕
生
と
い
う
民
主
党

内
で
の
い
わ
ば
「
ミ
ニ
政
権

交
代
」が
起
こ
っ
た
。「
ミ
ニ

政
権
交
代
」と
は
、民
主
党
内

の「
鳩
山
｜
小
沢
ラ
イ
ン
」に

代
わ
っ
て
「
菅―

七
奉
行
ラ

イ
ン
」
が
政
権
を
構
成
す
る

こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
参
院

選
を
前
に
し
て
、

い
っ
た
い
こ
の

「
ミ
ニ
政
権
交

代
」
と
は
何
を
意

味
す
る
こ
と
に
な
る
か
。

　

ま
ず
、
鳩
山
と
菅
に
は
そ

れ
ほ
ど
に
大
き
な
違
い
は
な

い
か
ら
、「
ミ
ニ
政
権
交
代
」

の
意
味
は
、主
に
、小
沢
と
七

奉
行
の
違
い
に
求
め
ら
れ
る
。

　
「
七
奉
行
」と
は
、
前
原
誠

と
、
そ
の
上
下
両
半
身
と
も

に
か
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、

小
沢
は
、「
脱
構
造
改
革
」
の

上
半
身
を
代
表
す
る
と
同
時

に
、
新
自
由
主
義
の
下
半
身

に
も
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
民
主
党
下
半
身
部
分
に

お
け
る
小
沢
と
七
奉
行
の
違

い
は
、
下
半
身
が
目
ざ
し
た

自
民
党
型
利
益
誘
導
政
治
の

破
壊
方
式
の
違
い
に
あ
っ
た
。

　

七
奉
行
は
、
政
官
財
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
の
利
益
誘
導
政

治
を
新
自
由
主
義
に
よ
っ
て

文
字
ど
お
り
破
壊
し
よ
う
と

そ
し
て
厚
労
省
官
僚
に
攻
撃

を
加
え
、
診
療
報
酬
制
度
の

根
本
的
見
直
し
を
主
張
し

た
。
彼
ら
が
目
指
す
の
は
、

医
療
費
の
引
き
上
げ
や
診
療

報
酬
の
改
善
で
は
な
く
、
小

泉
構
造
改
革
と
同
じ
医
療
費

の
抑
制
・
効
率
化
で
あ
る
。

報
酬
改
定
で
医
科（
１
・
74

％
ア
ッ
プ
）よ
り
も
歯
科（
２

・
09
％
ア
ッ
プ
）を
優
遇
し

た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
物
語

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

医
科
・
歯
科
の
持
つ
票
田

を
自
民
党
か
ら
奪
い
取
っ
て

民
主
党
の
も
の
に
し
よ
う
と

し
た
。こ
れ
は
、七
奉
行
が
中

心
に
な
っ
て
進
め
た
「
事
業

仕
分
け
作
業
」
に
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
医
療
分
野
を
例

に
と
っ
て
い
う
と
、彼
ら
は
、

医
師
会
の
影
響
力
、医
師
連

盟
と
結
び
つ
い
た
族
議
員
、

　

こ
れ
に
対
し
て
、
小
沢
は

自
民
党
流
の
利
益
誘
導
政
治

を
奪
い
取
り
、
民
主
党
の
も

と
に
組
み
入
れ
る
方
式
を
採

用
し
た
。
歯
科
医
師
会
を
小

沢
の
も
と
に
た
ぐ
り
よ
せ
、

そ
の
見
返
り
と
し
て
、
診
療

と
、
こ
れ
が
民
主
党
内
で
起

こ
っ
た
「
ミ
ニ
政
権
交
代
」

の
意
味
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア

が
報
道
し
な
い
こ
の
マ
ス
コ

ミ
の
盲
点
を
い
ま
私
た
ち
は

見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
つ
づ
く
）

菅
政
権
の
主
流
は
構
造
改
革
派

七
奉
行
の
「
ミ
ニ
政
権
交
代
」

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

「所得格差が口腔格差に」と指摘する　
岩倉政城氏（右）＝５月29日、大阪市内

し
た
小
沢
派
が
後
退
し
、
菅

政
権
の
も
と
で
、
医
療
費
の

抑
制
を
基
調
と
す
る
新
自
由

主
義
的
構
造
改
革
の
七
奉
行

派
が
主
流
に
躍
り
で
た
こ

二
宮
厚
美 

神
戸
大
学
教
授

2
0
1
0

2
0
1
0

参
院
選

参
院
選

医
療
・
社
会
保
障

③

行
方

のの

司
、枝
野
幸
男
、仙
石
由
人
、

野
田
佳
彦
等
の
反
小
沢
派
の

面
々
を
さ
す
。彼
ら
は
、民
主

党
に
そ
く
し
て
い
う
と
、
そ

の
下
半
身
を
構
成
す
る
新
自

由
主
義
派
の
代
表
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、小
沢
は
、民

主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
い
う

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
」
の

連
絡
会
の
結
成
は
、
東
京
、

千
葉
、
愛
知
、
長
野
、
兵
庫

に
続
き
、
全
国
で
６
番
目
。

深
刻
な
不
況
や
貧
困
の
拡
大

で
、
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ

ず
、〝
口
腔
崩
壊
〞
す
る
人

が
急
増
す
る
な
か
、
歯
科
関

係
者
と
患
者
・
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
歯
科
医
療
充
実
を

求
め
る
取
り
組
み
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。

　

誰
も
が
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
十
分
な
歯
科
治
療
が
受
け

ら
れ
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
」
の
実
現
を
目
指
し
て
５

月
29
日
、
歯
科
医
師
や
市
民
ら
１
２
５
人
が
集
ま
り
「
保
険

で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会
を
結
成
し
た
。

　

今
後
、
歯
科
保
険
制
度
の

矛
盾
を
世
論
に
訴
え
、
保
険

範
囲
の
拡
大
や
診
療
報
酬

増
、
患
者
窓
口
負
担
軽
減
な

ど
を
求
め
て
い
く
。

　

伊
津
進
弘
理
事
長
は
あ
い

さ
つ
で
、
90
年
代
の
「
保
険

で
よ
い
入
れ
歯
」
運
動
を
振

り
返
り
、「
歯
科
医
師
・
技

工
士
・
衛
生
士
・
患
者
が
声

を
上
げ
、
全
国
の
半
数
以
上

の
自
治
体
で
意
見
書
が
採
択

さ
れ
た
結
果
、
総
義
歯
の
診

療
報
酬
４
割
増
に
つ
な
が

り
、
保
険
で
よ
い
入
れ
歯
を

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
強
調
。
そ
の
上
で
、

「
国
民
に
よ
い
歯
科
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
で
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
、
健
康
で
幸
福

な
生
活
を
送
れ
る
国
に
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

閉
塞
状
況
打
開
す
る
の
は
世
論

　

「
口
か
ら
み
え
て
く
る
格

差
と
貧
困
」
の
テ
ー
マ
で
講

演
し
た
岩
倉
政
城
氏
（
尚
絅

学
院
大
学
総
合
人
間
科
学
部

教
授
）
は
、
歯
科
診
療
代
の

所
得
階
層
間
格
差
が
最
大
で

５
倍
に
達
す
る
こ
と
を
示

し
、「
低
所
得
者
は
歯
医
者

を
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
の

が
現
状
だ
」と
指
摘
し
た
。歯

患
者
と
と
も
に
医
療
充
実
め
ざ
す

科
医
療
の
閉
塞
状
況
を
打
開

す
る
た
め
に
岩
倉
氏
は
、
唇

顎
口
蓋
裂
児
の
歯
列
矯
正
の

保
険
適
用
を
求
め
、
そ
の
親

と
歯
科
医
師
が
運
動
で
成
果

を
勝
ち
取
っ
た
例
を
紹
介
。

「
医
療
を
変
え
る
に
は
、
世

論
の
力
し
か
な
い
。
歯
科
の

窮
状
を
克
明
に
国
民
に
訴
え

な
い
限
り
、
本
当
の
歯
科
の

改
革
は
得
ら
れ
な
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
会
の
名
称
や

申
し
合
わ
せ
事
項
を
承
認
し

た
。
世
話
人
は
、
協
会
の
小

澤
力
副
理
事
長
と
寺
嶋
洋
幸

理
事
を
含
め
、
５
団
体
か
ら

７
人
を
選
出
。
大
阪
歯
科
技

工
士
連
絡
会
の
西
川
勝
美
氏

が
総
会
ア
ピ
ー
ル
を
提
案
、

満
場
の
拍
手
で
確
認
し
た
。

ま
た
、
山
下
芳
生
参
院
議
員

（
共
産
）
が
出
席
し
、「『
保

険
で
よ
い
歯
科
』
を
国
政
で

も
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

賛
同
メ
ッ
セ
ー
ジ（
敬
称
略
）

【
国
会
議
員
】

長
尾
敬
（
民
・
衆
）、
長
安

豊
（
民
・
衆
）、
辻
惠
（
民

・
衆
）、
竹
本
直
一
（
自
・

衆
）、
吉
井
英
勝
（
共
・

異
が
あ
っ
た
場
合
、
関
係
機

関
に
問
い
合
わ
せ
る
」
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
個
別

指
導
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
。

指
導
に
対
し
て
は
、「
個
別
指

導
心
得
10
カ
条
」
に
も
と
づ

く
心
構
え
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
た
。

　

安
積
氏
は
、
指
導
対
策
に

最
も
有
効
な
手
段
は
「
日
常

の
カ
ル
テ
記
載
と
整
備
に
あ

る
」
と
説
明
。
レ
セ
コ
ン
や

電
子
カ
ル
テ
に
頼
り
過
ぎ
る

と
、
医
学
管
理
や
検
査
結
果

の
記
載
が
画
一
的
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い

と
強
調
し
た
。

　

同
氏
は
、
指
導
が
強
化
さ

れ
て
い
る
背
景
に
、
政
府
の

医
療
費
抑
制
策
が
あ
る
と
指

摘
。
行
政
刷
新
会
議
の
事
業

仕
分
け
で
は
、「
医
療
費
給

付
の
適
正
化
」
予
算
事
業

に
、「
指
導
監
査
業
務
等
の
標

準
化
・
統
一
化
を
行
い
、
さ

ら
な
る
指
導
・
監
査
の
充
実

を
図
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

厚
労
省
が
個
別
指
導
の
実
施

件
数
を
増
や
そ
う
と
し
て
い

る
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

個
別
指
導
に
対
し
て
は
、

「
平
常
心
で
臨
ん
で
ほ
し

い
」
と
よ
び
か
け
、
協
会
も

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て

い
く
こ
と
を
訴
え
た
。

う
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
紹
介

し
た
。

　

ま
た
、
新
規
個
別
指
導
の

実
施
通
知
で
は
、
診
療
報
酬

改
定
に
伴
う
持
参
物
の
変
更

や
「
歯
科
保
険
医
療
機
関
の

現
況
」
に
「
明
細
書
の
発
行

有
無
」
な
ど
が
新
た
に
追
加

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
を
解
説
し
た
。

　

個
別
指
導
の
選
定
理
由

は
、
患
者
や
元
従
業
員
、
保

険
者
な
ど
に
よ
る
「
通
報
」

が
最
多
。
患
者
は
「
医
療
費

通
知
と
領
収
証
の
金
額
に
差

習
会
」
を
開
き
、
22
人
が
参

加
し
た
。
講
師
は
安
積
中
理

事
と
同
部
の
平
尾
清
司
氏
。

　

平
尾
氏
は
、
今
年
度
の
個

別
指
導
の
特
徴
は
、
近
畿
厚

生
局
指
導
監
査
課
の
歯
科
技

官
が
一
人
増
え
た
こ
と
と
、

個
別
指
導
の
患
者
リ
ス
ト
が

「
４
日
前
に
15
件
、
前
日
に

15
件
フ
ァ
ク
ス
」
さ
れ
る
よ

度
の
新
規
個
別
指
導
に
合
わ

せ
、「
新
規
個
別
指
導
対
策
講

　

協
会
社
保
研
究
部
は
５

日
、
６
月
か
ら
始
ま
る
今
年

衆
）、
山
下
芳
生
（
共
・
参
）

【
市
長
】

辻　

宏
康
（
和
泉
市
）

神
谷　

昇
（
泉
大
津
市
）

【
議
会
議
長
】

舟
戸
良
裕
（
大
阪
市
議
会
）

村
田
文
雄
（
門
真
市
議
会
）

【
団
体
】

大
阪
府
保
険
医
協
会

５
市
会
議
員
団

指
導
担
当
の
歯
科
技
官
増

新規個別指導
対策講習会

社保研究部

選
定
理
由
「
通
報
」
が
最
多

指導の様子を説明する
安積中氏　　　　　　
＝５日、保険医会館　

「「
保
険
で
よ
い
歯
科

保
険
で
よ
い
歯
科
」」連
絡
会
結
成

連
絡
会
結
成


